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・４人のリーダーとして行動していたので、Prof. Nasimul や Dr. Ng、事務の方々との連絡は私が担当して
いました。もし自分が間違えれば実習が上手く運ばなくなってしまうかも、と思うと毎日の普通の連絡で
も責任感に押し潰されてしまいそうでした。それでも何とか遣り遂げたことで実習の評価は Excellent を
貰うことが出来ました。
・実習とは関係ないのですが、実習期間中にマレーシア国会議員の選挙がありました。選挙日は何があるか
分からないから寮で大人しくしていてくれ、と言われたことにも驚きましたし、開票当初は野党が勝って
いたが途中で大きな停電があり、復帰した時には与党が勝っていたんだ、と諦めたような顔で語られた時
には更に驚かされ、日本の選挙との違いを実感しました。
来年以降の学生に伝えておくこと
・来年から授業料の規定が改訂され本部キャンパスのほうから授業料を取れと言われるかも知れない、しか
し教授自身としては授業料を取りたいとは思っていないので、早めに連絡を取って授業料についての合意
を取って下さい、とのことでした。
・毎年４月末～５月初めは OSCE の時期なので実習期間をずらして欲しいとのことです。しかし、マレー
シアの学生の色々な OSCE を見て英語での問診のやり方を学ぶチャンスでもあり、大変勉強になるので
OSCE を見てみたければその時期に行くのも良いと思います。
・帰って来てから知ったことですが、こんなに自由に選択制臨床実習で海外に行ける大学は珍しいです。こ
んな素晴らしい機会を与えてくれるのだから、少しでも興味のある方は行ってみて下さい。そして私とし
ては経験が無い人ほどぜひリーダーとして実習を引っ張り、大きく成長して欲しいと思います。
今回の海外臨床実習では日本では出来ない大きな経験をさせて頂くことが出来ました。知識の向上という
面から見ると国内での実習には敵わないかも知れませんが、日本という国、日本の医療を客観的に見ること
の出来る機会は、医学への関心をより深くし、普段の学習の効率を大きく上げてくれます。実習を終えて、
医師になった後も留学したいとより強く思うようになりました。
このような貴重な機会を与えて下さった山城先生、Prof. Nasimul、向こうでの生活を支えてくれた Dr.Ng
に心から感謝致します。
実習でお世話になったDr. Ng と
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